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狙い狙い狙い狙い狙い狙い狙い狙い

画面処理とは違い、DB処理は目に見えません。

DBを利用した業務アプリケーションが、

意図しない動作をしている場合、問題部分の分析に工数が掛かります。
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開発者が実行をしたプログラム(性能改善対象)をDBアクセスログツール[DENEB]が

常駐・分析を行い、テキストログ及びログ集計レポートを出力します。

テキストログは、SQL文の実行時刻、パラメータの内容、応答時間・呼び出し元、

検索結果が判る様になっています。

SQL処理の全課程をテキスト形式のログとして出力します。

アプリケーションが発行したSQL文とSQL結果が判り、デバッグに有効です。

DBリソースの開放漏れも自動検出します。

ログ集計レポートは、SQLの発行回数や累積時間を集計します。

発行元のクラス名とSQLを対応付けて分析します。

� デバッグ時、ステップ実行等をしなくても、問題をSQLログからすぐに特定可

能です。

� テスト確証としてもログを利用出来ます。

� DB関連の性能問題の早期発見、問題部分切り分け、障害の再現・解析に活用

出来ます。

効

果

効

果

効

果

効

果

【DENEB】でSQL処理の実行結果を見える化出来ます。

� SQLの[発行]や[結果取得]をログに記録し、AP⇔DBのやり取りの見える化。

� 業務AP毎のSQL処理の傾向を集計し、問題部分を指摘。



特長特長特長特長特長特長特長特長

� 「画面の入出力」「DBの入出力」、その両者が見える事が出来るなら、

開発者はアプリの動きを手に取る様に理解出来ます。

� 発行したSQLだけではなく、DBから応答結果もログに出力します。

� SQLの発行元クラス名もログに出力します。既存プログラムの構造解析

にも効果が有ります。

DB処理のデバッグ・品質向上を進める

必要があるJava PJで活用下さい！



事前準備事前準備事前準備事前準備01010101事前準備事前準備事前準備事前準備01010101

インストールに必要なソフトウェア。

ソフトウェア 開発者 試験担当者

JRE"6"以降 ○ ○

Microsoft Excel "2003" 以上 ○ ○

JREのバージョンは、コマンドプロンプトを起動して、

"java -version"を実行したら判別します。

Excelのバージョンは、1番左の[ファイル]タブを選び、

[アカウント](下から2番目)⇒[Excelのバージョン情報]ボタン(右下)で判

ります。

ただし後述のClose漏他、ソースファイルの修正が必要になる場合がありま

すので、JREだけではなくJDKも導入する事を強く推奨します。



事前準備事前準備事前準備事前準備02020202事前準備事前準備事前準備事前準備02020202

Javaのバージョン確認。



対応対応対応対応DBDBDBDBサーバーサーバーサーバーサーバー対応対応対応対応DBDBDBDBサーバーサーバーサーバーサーバー

本ツールに対応しているDBサーバは以下になります。

� Oracle 11g

� SQL Server2012

� MySQL 5.5

� PostgreSQL9.3

� Hyper SQL Database Engine 2.2

ただし、XA対応のJDBCドライバ及びWebLogic Serverにバンドルしている

JDBCドライバは対象外です。



DBDBDBDBアクセスログのフォルダ構成アクセスログのフォルダ構成アクセスログのフォルダ構成アクセスログのフォルダ構成DBDBDBDBアクセスログのフォルダ構成アクセスログのフォルダ構成アクセスログのフォルダ構成アクセスログのフォルダ構成

DENEB初回起動時以降に出現します。

作業フォルダ

└ profile_work 

├ db 

｜ └ ICF_AutoCapsule_Disabled 

｜ └ request 

├ report 

｜ ├ DbAccess 

｜ └ logs 

├ svclog 

├ outputReport.bat 

└ outputReport.sh 



DBDBDBDBアクセスログのアクセスログのアクセスログのアクセスログのフォルダ説明フォルダ説明フォルダ説明フォルダ説明DBDBDBDBアクセスログのアクセスログのアクセスログのアクセスログのフォルダ説明フォルダ説明フォルダ説明フォルダ説明

名称 用途

report¥DbAccess DBアクセスログ集計結果Excelファイル出力フォルダ。

report¥logs DBアクセスログ出力フォルダ。

svclog ツール実行時ログ出力フォルダ。

outputReport.bat DBアクセスログ集計結果Excelコマンド(Windows用)。

outputReport.sh DBアクセスログ集計結果Excelコマンド(Linux用)。

db¥ICF_AutoCapsule_Disabled

¥request

DBアクセスログ集計結果Excelコマンドの作業フォルダ(利用者は

使用しない)。

集計結果Excelファイルを出力するタイミングは以下の通りです。

� Javaコマンド終了時。

� outputReport.batまたはoutputReport.shを実行した時。

� deneb.RegularlyReportEnableがTrueの場合。



DENEBDENEBDENEBDENEBのダウンロードのダウンロードのダウンロードのダウンロードDENEBDENEBDENEBDENEBのダウンロードのダウンロードのダウンロードのダウンロード

Javaがインストール済みなら、

DENEBをダウンロードしましょう。インストールの必要はありません。

http://hito.enbbs.jp/essay/file/5/upload/1477062206.jpg

上記URLからDL可能です。

DLしたら下記URLからライセンスファイルを取得します。

http://img.atwikiimg.com/www9.atwiki.jp/gensouv/attach/346/14/AA.html

Deneb.jarファイルとNAssetTool.licを同じフォルダに置きます。

有効期限を超過したら再度DLして下さい。



CMDCMDCMDCMDででででDENEBDENEBDENEBDENEBを実行する場合。を実行する場合。を実行する場合。を実行する場合。CMDCMDCMDCMDででででDENEBDENEBDENEBDENEBを実行する場合。を実行する場合。を実行する場合。を実行する場合。

コマンドプロンプトを開き、

cd 【JavaClassファイル】が存在するフォルダ

を実行後、

java -javaagent:【Denebのjarファイルがあるフォルダ】¥Deneb.jar -

Ddeneb.WorkDir=【ワークファイルフォルダ】¥WorkDir -

Ddeneb.ClassNameFilter=* -classpath "必要なJDBCドライバの絶対パス"; 

【JavaClassファイル】

を実行します。

実行後、DBアクセスログ集計結果Excelファイル出力フォルダ

(report¥DbAccess)、DBアクセスログ出力フォルダ(report¥logs)及びツー

ル実行時ログ出力フォルダ(svclog)の各種ファイルを確認して下さい。

コマンドプロンプトで実施する場合、

[C:¥Program Files¥Java¥[jreフォルダ]¥lib¥ext]フォルダ直下のJDBCドラ

イバ.Jarファイルは適当なフォルダにリムーブして下さい。



APAPAPAPサーバでサーバでサーバでサーバでDENEBDENEBDENEBDENEBを実行する場合。を実行する場合。を実行する場合。を実行する場合。APAPAPAPサーバでサーバでサーバでサーバでDENEBDENEBDENEBDENEBを実行する場合。を実行する場合。を実行する場合。を実行する場合。

JDBCドライバをクラスパスで参照する際は、必要なドライバを任意のフォ

ルダに複製して参照設定して下さい。

[C:¥Program Files¥Java¥[jreフォルダ]¥lib¥ext]フォルダ直下のJDBCドラ

イバ参照は非推奨です。

基本的に行う事はオプションに以下を追加。

� 必要なJDBCドライバの絶対パスの追加。

� 前頁にも記述したDENEBコマンドの追加。

以上２点です。

今一度書いてあげますが、DENEBコマンドの基本的な記述は以下の通り。

� [-javaagent:【Denebのjarファイルがあるフォルダ】¥Deneb.jar] 

� [-Ddeneb.WorkDir=【ワークファイルフォルダ】¥WorkDir] 

� [-Ddeneb.ClassNameFilter=*] 

他のコマンドは必要に応じて追加して下さい。

DENEBコマンドは原則的に[Java Options]の設定になります。



APAPAPAPサーバ設定早見表サーバ設定早見表サーバ設定早見表サーバ設定早見表APAPAPAPサーバ設定早見表サーバ設定早見表サーバ設定早見表サーバ設定早見表

数あるAPサーバーの内、TomCat、Eclipse及びWebLogicの設定表を下に

記載します。

APサーバー 設定準備 JDBCドライバー設定 DENEBコマンド設定

TomCat

[Tomcat8w.exe]を右クリック⇒

【管理者として実行】を選択。

[Java]タブの

[Java Classpath:]

[Java]タブの

[Java Options:]

Eclipse 実行(R)⇒実行構成(N)

[クラスパス]タブの[ユー

ザー・エントリー]配下の[デ

フォルト・クラスパス]にカー

ソルを当てて[外部JARの追加

(X)]ボタンをクリックする。

[引数]タブの[VM 引数(G)]

WebLogic

[WebLogicインストールフォル

ダ]¥user_projects¥domains¥ba

se_domain¥bin¥setDomainEnv.c

md

@REM SET THE CLASSPATHの記述

部分の直下。

@REM SET THE CLASSPATHの記述

部分の直前。



DBDBDBDBアクセスログアクセスログアクセスログアクセスログ機能機能機能機能01010101DBDBDBDBアクセスログアクセスログアクセスログアクセスログ機能機能機能機能01010101

APサーバーもしくはコマンドプロンプトでJavaClassファイル実行後、

[作業フォルダ¥profile_work]フォルダ配下の

[report¥DbAccess]フォルダにDBアクセスログ集計結果Excelファイル

が、

[report¥logs]フォルダにDBアクセスログ出力ファイルが、

[svclog]フォルダにツール実行時ログ出力ファイルが、

各々出力されます。



DBDBDBDBアクセスログアクセスログアクセスログアクセスログ機能機能機能機能02020202DBDBDBDBアクセスログアクセスログアクセスログアクセスログ機能機能機能機能02020202

作業フォルダ

└ profile_work 

├ db 

｜ └ ICF_AutoCapsule_Disabled 

｜ └ request 

├ report 

｜ ├ DbAccess 

｜ ｜ └ DBLogSummary_YYYYMMDD_HH.xls…(DBアクセスログ集計結果)

｜ └ logs 

｜ ├ db_access.log…(アクセスログ)

｜ └ db_close_detect.log…(クローズ漏ログ)

├ svclog 

｜ └ profile_svc_YYYYMMDD_HHMMSS_SSS.log…(ツール実行時ログ)

├ outputReport.bat 

└ outputReport.sh 

青文字のファイル

([DBLogSummary_YYYYMMDD_HH.xls][db_access.log][db_close_detect.log][

profile_svc_YYYYMMDD_HHMMSS_SSS.log])を次の頁から見て行きます。



DBDBDBDBアクセスログアクセスログアクセスログアクセスログ機能機能機能機能03030303DBDBDBDBアクセスログアクセスログアクセスログアクセスログ機能機能機能機能03030303

DBアクセスログ機能では、データベースアクセス時に下記のイメージ

のログファイルを出力します。

ログは大きく分けて５種類存在します。

� 生成されたSQL 

� [SQL生成]の行に記述。Javaファイルに実際に記述されたSQLを

出力します。

� 発行されたSQL

� [SQL発行]の行に記述。パラメータ部分はSQL発行時の値に置き

換えて出力されます。

� 結果セット

� [SQL正常終了]の下の行に記述。SQL文の結果が出力されます。

他にも[トランザクション開始][トランザクション終了]の記述があり

ますが、オートコミットモードの場合は出力されません(通常はオート

コミットモードになってます)。



DBDBDBDBアクセスログアクセスログアクセスログアクセスログ機能機能機能機能04040404DBDBDBDBアクセスログアクセスログアクセスログアクセスログ機能機能機能機能04040404

ログ行の詳細は以下の通りです。

ログ行の種類 出力条件

トランザクション開始 トランザクションが開始された時点で出力。

SQL生成 SQLステートメントの生成に成功した時点で出力。

SQL生成除外 SQLステートメントの生成でエラーが発生した時点で出力。

SQL発行 SQLを発行した時点で出力。

SQL正常終了

(+SQL結果)

SQLを発行後、正常終了した時点で出力。

(SQL結果はSELECT文などの結果を返す)

SQL例外 SQLを発行後、エラー終了した時点で出力。

トランザクション終了

トランザクションがコミット、または

ロールバックされた時点で出力。



DBDBDBDBアクセスログアクセスログアクセスログアクセスログ機能機能機能機能05050505DBDBDBDBアクセスログアクセスログアクセスログアクセスログ機能機能機能機能05050505

クローズ漏れ監視ログ出力機能について説明します。

アプリケーションはDBにアクセスした後、一時的に使用したDB上のリ

ソースを開放する必要があります。

アプリケーションがこの処理を怠った場合、処理終了後もDB上のリ

ソースが処理され続け、DBは処理に必要なリソースを継続的に確保出

来なくなる可能性があります。

本機能では、DB上のリソースを使用するJDBCオブジェクトがアプリ

ケーション終了後に開放されていない場合に、ログファイルの警告情

報を出力し、開発者に改善を促します。

尚、[クローズ漏れログ 記録開始: YYYY/MM/DD HH:MM:SS.SSS]の記述

だけの場合、クローズ漏れは発生していなかった事になります。

ログ行の詳細は以下の通りです。

ログ行の種類 出力条件

Connectionクローズ漏れ

DB接続のclose()を行わず破棄した後、ガベージコレクトが発生した

時点で出力。

Statementクローズ漏れ

SQLステートメントのclose()を行わず破棄した後、ガベージコレク

トが発生した時点で出力。

ResultSetクローズ漏れ

結果セットのclose()を行わず破棄した後、ガベージコレクトが発生

した時点で出力。



DBDBDBDBアクセスログアクセスログアクセスログアクセスログ機能機能機能機能06060606DBDBDBDBアクセスログアクセスログアクセスログアクセスログ機能機能機能機能06060606

DBアクセスログ集計結果ファイルは三つのシートで構成されています。

[SQLパターン一覧]票は、

生成されたSQL毎の集計情報が出力されます。

生成されたSQL毎のSQL発行回数やSQL実行時間を確認したり、

SQL例外やクローズ漏れが発生しているSQLを特定する事が出来ます。

集計時には、SQL文が同一でも、生成したクラス、メソッド、行番号が

同一でない場合、 別のレコードとして集計されます。

またSQL文字列は大文字、小文字を区別して集計します。



DBDBDBDBアクセスログアクセスログアクセスログアクセスログ機能機能機能機能07070707DBDBDBDBアクセスログアクセスログアクセスログアクセスログ機能機能機能機能07070707

SQLパターン一覧票に出力される項目は以下になります。

項目名 説明

生成クラス名 SQLを生成したクラスのクラス名。

生成メソッド名 SQLを生成したメソッドのメソッド名。

行番号 SQLを生成した処理を実行している行番号。

SQLイメージ 生成されたSQLの文字列。

SQL生成回数 SQLが生成された回数。

SQL発行回数 生成されたSQLが発行された回数。

SQL累計実行時間(ms) SQL実行時間の合計(ミリ秒)。

SQL平均実行時間(ms) SQL実行時間の平均値(ミリ秒)。

SQL最大実行時間(ms) SQL実行時間の最大値(ミリ秒)。

SQL最小実行時間(ms) SQL実行時間の最小値(ミリ秒)。

SQL例外発生回数 SQL発行時に発生したSQL例外の回数。

SQL例外最終発生時刻 SQL例外が最後に発生した時刻。

クローズ漏れ発生回数 Statementのクローズ漏れ発生回数。

クローズ漏れ最終発生時刻 Statementのクローズ漏れが最後に発生した時刻。



DBDBDBDBアクセスログアクセスログアクセスログアクセスログ機能機能機能機能08080808DBDBDBDBアクセスログアクセスログアクセスログアクセスログ機能機能機能機能08080808

� 回数項目は、0回のものは'0'が表示されます。

� [生成クラス名]は、DBアクセスログにクラス名が生成されていない

場合は、生成クラス名【不明】として、一行に纏めて出力されます。

� [SQL発行回数]は、SQLの各生成情報と各発行情報が同一でない場合

も、生成したクラス、メソッド、行番号に計上します。

� ソート順は[生成クラス名]の昇順になります。



DBDBDBDBアクセスログアクセスログアクセスログアクセスログ機能機能機能機能09090909DBDBDBDBアクセスログアクセスログアクセスログアクセスログ機能機能機能機能09090909

[SQL発行クラス一覧]票は、

クラス毎の集計状況が出力されます。

クラス毎のSQL発行回数やSQL実行時間を確認したり、SQL例外やクロー

ズ漏が発生しているクラスを特定出来ます。

SQL発行クラス一覧票に出力される項目は以下になります。

項目名 説明

発行クラス名 SQLを生成、または発行したクラスのクラス名。

SQL生成回数 クラスでSQLを生成した回数。

SQL発行回数 クラスでSQLを発行した回数。

SQL累計実行時間(ms) クラスで発行されたSQL文の応答時間の合計(ミリ秒)。

SQL例外発生回数 クラスで発行されたSQLから発生したSQL例外の回数。

SQL例外最終発生時刻 SQL例外が最後に発生した時刻。

クローズ漏れ発生回数 クラスで発生したStatementのクローズ漏れ発生回数。

クローズ漏れ最終発生時刻 Statementのクローズ漏れが最後に発生した時刻。

� [発行クラス名]は、DBアクセスログにクラス名が生成されていない

場合は、発行クラス名【不明】として、一行に纏めて出力されます。

� ソート順は[発行クラス名]の昇順になります。



DBDBDBDBアクセスログアクセスログアクセスログアクセスログ機能機能機能機能10101010DBDBDBDBアクセスログアクセスログアクセスログアクセスログ機能機能機能機能10101010

[アラート一覧]票は、

集計された各項目の値をチェックし、「項目毎に設定された敷居値を

超過した」場合にセルを着色して指摘します。

正常値は白(塗らない)、上限注意値は橙色、上限警告値は赤色で着色

されます。

色の着色はSQL発行クラス一覧票、SQLパターン一覧票も対象です。

アラート一覧票に出力される項目は以下になります。

項目名 説明

指摘項目

指摘された項目。指摘が注意値の場合は橙色に、警告値の場合は赤

色で着色して表示される。

メッセージ 指摘内容が出力される。

指摘クラス名

SQL発行クラス一覧票、SQLパターン一覧票にアラートが出力された

場合に、生成クラス名、発行クラス名が出力される。

指摘メソッド

SQLパターン一覧票にアラートが出力された場合、呼び出し元の生

成メソッド名が出力される。

指摘行番号

SQLパターン一覧票にアラートが出力された場合、呼び出し元の

ソースコードの行番号が出力される。

最終発生時刻

SQL例外発生回数、クローズ漏れ発生回数にアラートが出力された

場合、その最終発生時刻が出力される。
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� SQL発行クラス一覧票は[指摘メソッド][指摘行番号]以外が対象、

SQLパターン一覧票は全項目が対象です。

� 何も表示が無かった場合はアラートが発生しなかった事になります。

SQL例外発生回数及びクローズ漏れ発生回数は各々0回を超過すると上

限注意値に、5回を超過すると上限警告値になります。

SQL平均実行時間(ms)及びSQL最大実行時間(ms)は各々3,000msを超過す

ると上限注意値に、10,000msを超過すると上限警告値になります。

即ち3秒と10秒が境界線になります。
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ツール実行時ログはDENEB実行時に設定していた引数の内容が表示されます。

引数名の左側に[-D]を付けて設定して下さい。

引数名 用途 デフォ値

deneb.WorkDir DBログ取得対象のプログラム作業フォルダ名。 カレントフォルダ

deneb.DBLogEnable

DBログ取得機能の有効／無効を設定する。

有効はTrue、無効はFalse。

True

deneb.RegularlyReportEnable

DBログ集計結果を定期的に出力するか否かを設定する。

出力する場合はTrue、出力しない場合はFalse。

False

deneb.RegularlyReportInterv

al

DBログ集計結果を定期的に出力する場合の感覚を[分単

位]で指定する。

0を指定した場合はデフォ値が適用される。

60

deneb.MessageToConsole

DBアクセスログ引数設定を各コンソールに出力するか

否かを設定する。

出力する場合はTrue、出力しない場合はFalse。

False

deneb.ClassNameFilter

呼び出し元クラスのクラス名パターン文字列を設定す

る。

ワイルドカード(*)を使用可能。

*

deneb.ResultSetLimit

SELECT文発行時の結果セットの出力最大件数を設定す

る。0の場合は、結果セットは出力しない。

∞

スペルミス、大文字小文字が合っていないと[Null]扱いになるので注意して

下さい。例えばClassNameFilterの設定で[classnamefilter](全て小文字)に

するとNullになります。



終りに終りに終りに終りに終りに終りに終りに終りに

基本的な説明は以上で終ります。

より発展した内容を知りたいなら

http://mp.i-revo.jp/user.php/xjwubzee/attach/108/Ainsel2.jpg

からDLしてガイドのPDFファイルをご覧下さい。



終了終了終了終了終了終了終了終了

� 終了です。


